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すばらしい徳島の川 

   コウノトリ・ナベヅルとシオマネキ 
 

今年は、3 月からコウノトリ・ナベヅ

ル徳島フォ－ラムの開催のために自然保

護の市民団体だけでなく、農業者の皆さ

んや、生協の方とも一緒に実行委員会を

作り、月に一度会合を開き、準備を進め

てきました。その中で、普段、余り交流

のなかった農業者の皆さんの思いを知る

ことができ、レンコン畑や田んぼなどの

耕作地に降り立つコウノトリやナベヅル

の行動を深く理解できたように思いま

す。 

また、吉野川や那賀川などの大きな河川があるからこそ、落ち鮎などのえさや鳥た

ちが休める場所があり、徳島の地は、まだまだ、自然豊かで、コウノトリやナベヅル

に優しい土地柄のようです。 
 

7 月 3日のフォ－ラムへの参加者数は、約 200名で、関心がいかに高いかがわかり

ました。今回のフォ－ラムでは、鳥たちの生態と湿地としての田んぼやレンコン畑、

干潟との関係を皆さんにご理解していただくことを目指して実施したものです。今後、

この経験をもとに更に湿地の重要性と守る手段としてのラムサ－ル条約登録につい

て、その土地で、生業を営んでおられる農業者や漁業者の皆さん及び一般の皆さんに

もご理解頂けるようなイベントができたらと考えています。 

さて、当会では、毎年夏に大田先生（阿南高専）のご協力のもとで、吉野川の干潟

で、干潟の指標種シオマネキの生息数の調査をしています。今年は、8月 7日 35℃の

炎天下で成ガニの調査を、台風の影響で 2 度の延期を経て 10 月 1 日に稚ガニの調査

を実施しました。今年は、シオマネキが多く久しぶりに「うじゃうじゃ」の状態を見

ることができ、稚ガニも遅い 10 月でも多くまた元気に出てきてくれました。ちなみ

にシオマネキは絶滅危惧種で、昔はどこでも見られましたが、今では、見られる所が

わずかです。その貴重なシオマネキが吉野川や勝浦川の干潟で普通に見られ、徳島の

川のすばらしさを多くの人たちに知ってほしいものです。     

藤永知子 
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今年も七月の下旬に吉野川フェスティバルが、吉野川橋の近くで行われた。 

毎年、花火が打ち上げられる。川から立ち上がる闇は、とても美しく、昼間の吉野川を

壮大な姿に変える。 

 いま、夏が終わり秋の深まりへと動いている。波の音、虫の音、鳥の声、草の花、雲

の流れ、雨、風など吉野川の日常の一つ一つが、私たちを癒してくれる。 

堤防上でのアンケ－ト調査の時、「吉野川に癒される」と答えた人が多かった。実際、堤

防の上では、みんな無心でいい表情になって歩いている。こちらまで嬉しい気分になる。 

 河口から1キロメートルの

ところの堤防近くに暮らし

ている。飼い犬と堤防に上が

り、少し歩いて帰るのが日課

になっていた。その 17 年間

には、しらさぎ大橋の建設に

突き進む行政の手法と市民

との戦いを見てきた。 

 

 

 

 

 

                       

 堤防の上で眺めたものの中には、ウナギの稚魚を掬う神秘的な漁船の灯。干潟にある

シオマネキのボツボツとした穴。渡来した鴨。刈り込まれた堤防にいつ              

しか群生する曼珠沙華また、捨てられ野犬化した犬、大水で流れ着いた木や不用品。 

不法投棄などの家具や電化製品。そして、公共事業の歪みで出来上がったはしまでも。

癒しと社会の闇の両方を抱く吉野川。 

  

それはまた、人と人を結びつける場所でもある。吉野川の可動堰反対の住民運動で、

多くの人々に出会った。心を開いた関係が今でも続いている。 

 吉野川の前に立つと、現代社会の余分なものを剝ぎ取ってくれる。何の邪魔もなく風

景が心に入り込んでくれる。心の拠り所としての偉大な力に気づかされる。 

 晩秋、夕日が傾くとき、吉野川は陰影に富むその光景が、私の原風景となっている。 
 

奥村長子 
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また一つ、台風が甚大な被害を残しつつ、日本海で、温帯低気圧となった。最

大で 905hp というスーパ－台風だった。かつて、徳島市街は、ほぼ全域で、台風

の低気圧にともなう高潮被害にあったことがある。 

「第二室戸台風」と名付けられている。最大 920ミリバ－ル （現 hp）。あれから

50余年、そのような強力な台風はなかったのだが。しかし、昨今の温暖化 ・海水

温上昇と、もう恒常的に日本列島は、ス∸パ－台風の被害地となるだろう・・・。 

 

さて、今年は徳島直撃の台風はなかったが、10年ほど前に 「えっ。どうして！

また」と記憶では 10個 （台風の数詞ではないが）ほどが、上陸 ・通過したことが

あった。  

その一つ 23号台風によって第十堰上堰にみごとな青石組みの堰が現れたのだ。 

 

中央構造線外帯 （南側）に特徴的な 「青石」（緑色片岩 or 緑泥片岩）は、雨後、

水にぬれると美しい。それが松杭に止められながら、桧垣文様に現出していた。

青石には、水流によって歪曲した窪み、これは「造化の妙」。 

そして私たちは「石畳茶会」をしたのだった。 

 

青石の美観は、大歩危 ・小歩危 ・美濃田の淵 ・岩津 ・善入寺 ・川島岩の鼻周辺な

ど、吉野川を下るとそこここにちりばめられている。 

イサム・ノグチが、パリ国連本部の庭に据え、近代名造園家、重森三玲が京都

松尾大社他に多用した「阿波の青石」は、その青（緑）を愛でられて藍屋敷にも

多い。 

 河野眞理 

 

～吉野川礼讃 ７～ 
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今回は有名な「スズキ」さん 
 桜咲く頃、鮎の稚魚を追いスズキの一陣が第十堰まで一気に遡上! 一部はさらに堰を越え上
流の淡水域まで遡る。 
二陣はキス、イワシを狙って河口域に定着。 
 スズキは水中のハンター、砂にもぐったキスも上から砂と共にパクり。水面のイワシは尻尾
で叩き弱ったのをパクり、多彩な方法でハンティング。 
 釣り人の人気魚で、釣り方も生きた小魚、エビ類、ゴカイを餌に、また若者はルアーでゲー
ム!   キャッチ＆リリースがカッコイイという。 
 ハリに掛かると水面で豪快なエラ洗い!針を外したり糸を切ったりでハラハラ 
是非あなたもスズキ釣りに挑戦を！ 
秋の終わりには海へ下るが、川に居る間に少なくとも二回は産卵するようだ(筆者の感じ)。  
夏が旬、 味は抜群、刺身、洗い、焼き切り、煮付け、塩焼き、お好み次第。 
 
 

   
 
 
 
 

                       

 

 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
      

 
お知らせ 

●11月 15日(火) 18:00～19:30 頃 金井裕氏による学習会―次の世代につなげていくためには 
（ 沖州マリンターミナル 2F マリンホール ） 

●11月 20 日(日)  9:00～      吉野川の野鳥観察会 主催  日本野鳥の会 （阿波しらさぎ大橋東） 
●11月 24 日(木) 14:00～15:30 頃  吉野川ラムサールネットワーク定例会 (県民プラザ) 

 

   

 

 

今夜はムニエルで舌鼓。 
夏の食事のお楽しみ。 
美味しい吉野川、ごちそうさまでした。 

個体差が有り痩せたものや 10月半ば以後の中小型のものは必ずリリースを！ 

美味しくないのです。 

吉野川河口で十三夜のお月見会 

十三夜のお月様、あいにくの曇り空。 
それでもオカリナグループアミンダの森見美子さんの 
オカリナの演奏を楽しみに三々五々集まった。 
河口を散歩中の人たちも足を止め、２０数名が優しい音色に聞き入った。 
川風に吹かれながら癒されたひと時。   
後日談 十五夜のお月様に照らされて、河口の海に幻想的な月の道が現れた。 

 

吉野川ラムサールネットワーク 
事務局 藤永知子 

Tel 090－7268－9448 
Email taikazann＠hotmail.com 
HP:http:// www.yoshinogawa-ram.net 

筆者 さちのちち    

会員募集中 会費：1口 1,000 円 
お問い合わせ&お申し込みは事務局まで 
■振込先 ゆうちょ銀行 

 吉野川ラムサールネットワーク 
口座番号 01640―６－52973 


